
資料６

将来像 基本方針 課　題 方　針 取　組 所　管　課

現状把握 ・文化財の現状把握が必要 文化財の現状を把握する。 ・所有者へのアンケート調査の実施 郷土歴史課

・継続的な現地調査・記録作成 郷土歴史課

・悉皆調査の検討 郷土歴史課

・市内遺跡等発掘調査 郷土歴史課

調査 ・調査が不十分 調査を推進する ・悉皆調査の検討 郷土歴史課

・文化財調査報告書の作成 郷土歴史課

資料整理 ・収蔵資料の整理が不十分 収蔵資料の整理を推進する。 ・継続的な資料整理 郷土歴史課

・データベースの構築 郷土歴史課

情報発信 ・情報の公開、発信の強化が必要 歴史や文化財に関する情報発信を強化する ・ホームページの充実 郷土歴史課

・SNSでの情報発信の強化 郷土歴史課

・文化財フォーラムの開催 郷土歴史課

・説明板やマップ等の整備 郷土歴史課

・遺跡発掘調査説明会の開催 郷土歴史課

保存管理 ・文化財を適切に管理し滅失を防ぐことが必要 文化財の保護・管理を推進する ・史跡の整備 郷土歴史課

・維持管理に係る所有者の負担が大きい 所有者の負担軽減を図る ・奨励交付金の継続的な交付 郷土歴史課

・補助金等の新たな支援策の検討 郷土歴史課

・埋蔵文化財の手続きの周知が不十分 埋蔵文化財の手続きの周知を推進する ・埋蔵文化財に係る手続きの周知 郷土歴史課

収蔵庫整備 ・収蔵環境の整備が必要 収蔵庫を整備する ・展示機能付き収蔵庫の整備 郷土歴史課

・展示機能付き収蔵庫完成後の執行体制の検討 郷土歴史課

防災対策等 ・防犯・防災体制の強化と拡充が必要 防犯・防災体制を強化する ・防災マニュアルの作成 郷土歴史課

・所有者へ向けた研修会の実施 郷土歴史課

・保管施設の安全対策の強化 郷土歴史課

・災害や事件発生時の体制の構築 郷土歴史課

人材育成 ・文化財を継承する担い手の不足 新たな担い手を育成する ・無形民俗文化財の活動支援 郷土歴史課

・小学校での出前授業の実施 郷土歴史課

・学習指導要領に沿った教材製作の検討 郷土歴史課

・教職員に向けた研修会の開催 郷土歴史課

・保護推進員の機能強化（民具の調査など） 郷土歴史課

・ボランティアの育成・拡充 郷土歴史課

・市民団体との協働 郷土歴史課

機運醸成 ・文化財を地域で守る機運が不足 文化財を地域で守る機運を醸成する ・地域に根差した講座の開催 郷土歴史課

公開活用 ・展示環境が不十分 展示環境を拡充する ・展示機能付き収蔵庫の整備 郷土歴史課

・生活・文化拠点再整備事業における良好な展示環境の確保 郷土歴史課

・藤澤浮世絵館のあり方の検討 郷土歴史課

・所蔵資料の適切な活用が必要 所蔵資料の適切な活用を推進する ・所蔵資料を活用した展示の実施 郷土歴史課

・小学校での出前授業の実施 郷土歴史課

・歴史的建造物の適切な活用が必要 歴史的建造物の適切な活用を推進する ・歴史的建造物の効果的な活用方法の検討 郷土歴史課

・文化財を活用したにぎわいの創出が不十分 文化財を活用したにぎわいを創出する ・ふじさわ宿交流館における取組の強化 郷土歴史課

・観光誘客に関する取組の強化 郷土歴史課

・文化財をエリアやストーリーで捉えた活用が必要 文化財をエリアやストーリーで捉えた活用を推進する ・文化財ハイキングコースの活用検討 郷土歴史課

・関連文化財群を活かした事業の検討 郷土歴史課

・無形民俗文化財の活動支援が必要 無形民俗文化財の活動支援を推進する ・無形民俗文化財の活動支援 郷土歴史課

課題・方針・取組等について
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【しる】

～藤沢郷土資源を

知り、地域の魅力

を伝える～

【いかす】
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【まもる】
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をつなぐ～


